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に
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山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

目
　
　
次

一
、
序

二
、
書
誌
の
概
要

三
、
構
成

四
、
所
収
表
白
の
作
者
に
つ
い
て

一
、
序

此
度
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
御
当
局
の
御
許
可
を
賜
り
、
第
二
七
九
五
七
・
二
七
九
五
八
・
二
七
九
五
九
号
と
し
て
所
蔵
さ
れ

て
い
る
表
白
集
三
冊
の
写
真
を
搭
載
し
て
大
方
に
紹
介
出
来
る
事
と
な
っ
た
。
こ
の
書
は
、
第
一
・
第
四
・
第
六
の
み
の
零
本
で
あ
る
が
、

鎌
倉
中
期
頃
の
書
写
と
目
さ
れ
、
表
白
集
の
成
立
発
達
の
研
究
に
関
し
て
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
文
献
で
あ
り
、
仏
教
史
学
・
国
語
学
・
日
本
漢

文
学
等
の
諸
学
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
以
下
、
簡
単
な
が
ら
解
説
を
付
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

二
、
書
誌
の
概
要

本
書
は
、
京
都
女
子
大
学
架
蔵
に
な
っ
て
か
ら
改
装
さ
れ
て
、
美
濃
判
横
綴
の
冊
子
の
形
を
し
、
納
戸
色
鍛
子
地
表
紙
と
な
っ
て
い
る
が
、

（1）

原
装
は
、
三
冊
共
、
竪
半
切
の
袋
綴
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
（
恐
ら
く
紙
背
が
容
易
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
袋
に
な
っ
て
い
る
所
を
開
綴
し
、
裏
表

京
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女
子
大
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蔵
表
白
集
解
説
並
び
に
影
印
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二
一
〇

仮
名
字
体
表

①
表
白
集
第
一
（
各
欄
内
、
上
段
が
一
次
仮
名
、
下
段
が
二
次
仮
名
）
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③
表
白
集
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見
ら
れ
る
横
綴
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
）
原
装
は
、
打
付
け
に
「
表
白
集
第
二
「
表
白
集
第
四
」
「
表
白
集
第
六
」
と
そ
れ
ぞ
れ
外
題
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
丁
に
、
「
表
白
集
第
一
霊
盟
粧
桝
耶
戒
同
初
夜
」
「
表
白
集
第
四
鮎
麒
養
付
泥
塔
叢
養
」
「
表
白
集
第
六
欝
㌔
摩
」
と
内

題
が
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
「
京
都
女
子
大
学
蔵
書
」
の
朱
印
を
捺
す
。
料
紙
は
樟
紙
で
、
第
一
－
二
十
一
丁
・
第
四
－
十
九
丁
・
第
六
－
十

四
丁
、
縦
二
九
・
八
糎
・
横
四
七
・
二
糎
、
無
界
で
字
高
二
五
・
五
糎
前
後
、
一
丁
片
面
十
八
行
、
一
行
十
八
乃
至
二
十
字
を
記
す
。
本
文

に
は
墨
筆
で
傍
訓
・
返
点
・
合
符
・
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
、
三
冊
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
手
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
文
と
傍
訓
の
仮
名
等
と
の
関
係
は
次
の
如
く
に
判
ぜ
ら
れ
た
（
別
掲
仮
名
字
体

表
参
照
）
。

第
一
に
は
、
本
文
と
は
別
筆
の
仮
名
が
二
種
認
め
ら
れ
、
後
筆
の
仮
名
は
異
本
と
の
校
合
の
際
に
加
え
ら
れ
た
注
記
の
字
体
と
一
致
し
、

こ
の
時
に
加
点
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
第
四
の
仮
名
は
、
一
種
で
あ
っ
て
本
文
と
は
別
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
六
の
仮
名
も

一
種
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
文
と
同
手
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
書
写
の
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
傍
訓
の
仮
名
は
、
三
冊
共
、
ほ
ぼ
鎌
倉
中
期
頃
（
後
期
に
近
い
頃
か
）
と
判
断
さ
れ
る
。

尚
、
三
冊
共
、
書
写
識
語
等
は
見
ら
れ
な
い
。

三
、
構
　
　
　
成

こ
こ
で
、
本
書
の
構
成
に
つ
い
て
、
二
、
三
、
私
見
を
交
え
な
が
ら
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

先
ず
、
左
に
各
冊
の
所
収
表
白
の
標
題
並
び
に
作
者
名
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
参
考
と
し
て
、
異
本
と
の
校
合
の
際
に
注
記
（
イ
注
記
）
が
加

え
ら
れ
て
い
る
場
合
や
他
の
文
献
に
同
一
本
文
が
見
出
せ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
し
、
加
え
て
、
現
段
階
で
作
成
年
代
を
推
定
し
得
た
表

白
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
月
及
び
典
拠
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
（
田
畑
畑
、
○
印
、
①
②
等
は
筆
者
が
仮
に
加
え
た
も
の
）

川
表
白
集
第
品
語
㌍
鶴
耶
戒
同
初
夜

京
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女
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大
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白
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並
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に
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印
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時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
一
四

○
結
線
濯
頂
三
昧
耶
戒

①
東
寺
濯
頂
三
昧
耶
戒
表
白

寛
信
法
務
作

②
観
音
院
濯
頂
三
昧
耶
戒
表
白

③
同
表
白
　
同
御
作

④
同
表
白
　
御
室
御
作

⑤
同
表
白
　
同
御
作

⑥
同
表
白
　
敦
経
擬
作

⑦
尊
勝
寺
濯
頂
表
白
　
匡
房
卿
作

故
御
室
御
作

二
オ
二
オ
四
オ
五
オ
七
オ
九
オ
十
オ

（
参
　
考
）

イ
注
記
。

イ
注
記
。

イ
注
記
。

（2）

イ
注
記
。
啓
白
諸
句
集
5
6
7
行
。

本
朝
文
集
巻
第
六
十
二
。（3）

イ
注
記
。
本
朝
続
文
粋
巻
第
十
二
。
長
治
元
年
（
二
〇
四
）
三

月
二
十
四
日
（
本
朝
続
文
粋
巻
第
十
二
の
年
紀
）
。

○
結
線
濯
頂
初
夜

⑧
東
寺
濯
頂
初
夜
表
白

⑨
観
音
院
濯
頂
初
夜
表
白

⑩
同
表
白
　
御
室
御
作

⑰
同
表
白
　
同
御
作

○
伝
法
濯
頂
初
夜

⑫
御
室
御
津
頂
初
夜
表
白

⑬
宮
御
濯
頂
初
夜
表
白

寛
信
法
務
作

故
御
室
御
作

十
一
オ

十
二
オ

十
三
オ

十
四
オ

故
御
室
御
作

御
室
御
作

十
五
オ

十
七
オ

（4）

イ
注
記
。
仁
安
三
年
（
二
八
六
）
四
月
十
二
日
（
仁
和
寺
御
伝
）
。

イ
注
記
。
啓
白
諸
句
集
4
1
9
行
。
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
十
一
月

（5）

五
日
　
（
仁
和
寺
相
承
秘
記
）
。



⑭
仁
性
律
師
伝
法
濯
頂
初
夜
表
白
　
故
御
室
御
作

⑮
寛
紹
伝
法
濯
頂
初
夜
表
白
　
寛
信
法
務
作

十
八
オ

二
十
オ

（6）

イ
注
記
。
仁
安
三
年
（
二
六
八
）
二
月
十
一
日
（
御
室
相
承
記
）
。

（7）

高
山
寺
本
表
白
集
個
。
保
延
六
年
（
二
四
〇
）
五
月
七
日
（
高

（8）

山
寺
本
表
白
集
の
研
究
）
。

拗
表
白
集
第
四
締
鮒
煮
付
泥
塔
叢
養

○
塔
供
養
付
泥
塔

①
院
御
塔
供
養
表
白
　
敦
周
擬
作

②
塔
供
養
表
白
　
施
主
井
作
者
可
尋
之

③
故
御
室
八
万
四
千
基
泥
塔
供
養
表
白

○
堂
供
養

膠
賢
僧
正
作

千
時
僧
都

④
鳥
羽
謹
金
剛
院
供
養
表
白
　
中
御
室
作

⑤
鳥
羽
炎
魔
天
堂
供
養
表
白
　
寛
信
法
務
作

⑥
上
西
門
院
北
山
三
昧
堂
供
養
表
白
　
故
御
室
御
作

（
付
）
仏
釈
所
褒

⑦
蓮
華
心
院
供
養
表
白
　
御
室
御
作

十
オ

（9）

本
朝
文
集
巻
第
六
十
二
。

仁
安
四
年
（
二
六
九
）
年
二
月
二
十
二
日
（
御
室
相
承
記
）
。

⑧
花
薗
左
大
臣
堂
供
養
表
白
　
寛
信
法
務
作

（
住
カ
）

⑨
美
作
守
顕
能
法
性
寺
堂
供
養
表
白
　
同
人
作

十
二
オ

十
三
オ

康
和
三
年
（
二
〇
一
）
三
月
二
十
九
日
（
御
室
相
承
記
）
。

（10）

醍
醐
寺
本
表
白
集
伽
。

甲
仰
l

表
白
御
草
H
。
承
安
四
年
（
二
七
四
）
二
月
二
十
三
日
（
〔
覚
書
〕

（12）

崇
監
醗
鰐
快
筆
「
表
白
御
草
」
）
。

醍
醐
寺
本
表
白
集
㈲
。

醍
醐
寺
本
表
白
集
個
。

京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
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並
び
に
影
印
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⑩
奉
為
故
二
条
院
香
隆
寺
御
堂
供
養
表
白
　
敦
経
擬
作

十
四
オ

⑫
故
御
室
奉
為
高
野
御
室
高
野
御
堂
供
養
表
白
　
敦
周
擬
作
　
十
六
オ

⑫
美
作
前
司
為
亡
女
雲
林
院
堂
供
養
表
白
　
寛
信
法
務
作
　
　
十
八
オ

○
鎮
壇

二
一
六

本
朝
文
集
巻
第
六
十
二
。
仁
安
元
年
（
二
六
六
）
七
月
二
十
六

へ
〓
」

日
　
（
百
錬
抄
第
七
）
。

本
朝
文
集
巻
第
六
十
二
。
仁
平
四
年
（
二
五
四
）
十
二
月
六
日

（14）

（
兵
範
記
）
。

⑬
皇
大
宮
興
福
寺
御
堂
鎮
壇
表
白
　
同
人
作

畑
表
白
集
第
六
欝
法
護
摩

○
修
法

①
後
七
日
御
修
法
表
白
　
寛
信
法
務
作

②
中
宮
孔
雀
経
御
修
法
表
白
御
産
御
祈
　
御
室
御
擬
作

③
上
皇
仁
王
経
御
修
法
表
白
　
‰
柳
傭

④
中
宮
薬
師
御
修
法
表
自
　
嘲
謡
傭

○
供
養
法

⑤
東
寺
濯
頂
後
朝
供
養
法
表
白
　
票
傭
肇

十
八
オ
哀
治
二
年
（
二
四
三
）
十
二
月
二
十
日
（
本
朝
世
紀
第
二
十
壌
）
。

二
オ
二
オ
四
オ
五
オ

醍
醐
寺
本
表
白
集
㈲
・
高
山
寺
本
表
白
集
仰
。

建
久
六
年
（
二
九
五
）
▼
（
本
文
末
尾
に
年
紀
有
り
）
。

六
オ

高
山
寺
本
表
白
集
働
。
保
延
四
年
（
二
三
八
）
十
月
二
十
九
日

（
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
）
。

⑥
観
音
院
濯
頂
後
朝
供
養
法
表
白
　
敦
綱
擬
作

⑦
同
表
白
　
賢
清
作



⑧
南
御
室
仏
名
後
朝
供
養
法
表
白
　
豊
傭
之

⑨
同
表
白
　
霊
為
行
任

⑩
同
表
白
　
敦
経
擬
作

⑪
同
表
白
　
賢
清
作

⑫
八
条
院
舎
利
供
養
表
白
　
故
御
室
御
作

⑬
聖
鎖
金
剛
界
初
行
表
白
　
自
作

八
オ
九
オ
十
オ

十
一
オ

十
二
オ

十
三
オ

（16）

承
安
元
年
（
二
七
一
）
八
月
二
十
五
日
（
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
）
。

本
書
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
零
本
で
あ
る
の
で
、
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
と
す
る
他
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
概

観
は
凡
そ
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
今
、
m
表
白
集
第
一
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
れ
は
内
題
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
濯
頂
に
関

す
る
法
会
の
表
白
文
を
類
衆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
十
五
篤
の
表
白
文
を
「
結
線
濯
頂
三
昧
耶
戒
」
－
七
篇
（
①
～
⑦
）
、

「
結
線
濯
頂
初
夜
」
－
四
第
（
⑧
～
⑪
）
、
「
伝
法
濯
頂
初
夜
」
－
四
第
（
⑫
～
⑮
）
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
、
③
～
⑥
、

⑳
⑪
は
「
同
表
白
」
と
あ
っ
て
、
同
類
の
も
の
を
ま
と
め
て
配
列
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1
7
）
　
　
　
　
　
（
1
8
）

現
存
最
古
の
表
白
集
の
写
本
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
醍
醐
寺
本
表
白
集
や
高
山
寺
本
表
白
集
の
場
合
、
部
分
的
に
同
類
の
も
の
を
集

め
よ
う
と
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
分
類
基
準
が
不
明
確
で
あ
り
、
雑
と
し
た
観
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
に

対
し
て
、
本
書
の
場
合
、
こ
の
第
一
の
み
な
ら
ず
、
第
四
・
第
六
も
お
の
お
の
法
会
の
種
別
に
基
く
部
類
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
を
、

更
に
下
位
分
類
し
て
、
特
に
同
類
の
も
の
は
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
配
列
す
る
と
い
っ
た
、
極
め
て
整
然
と
し
た
構
成
を
有
し
て
い
る
こ
と
が

（19）

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、
右
の
中
、
最
も
古
い
表
白
文
は
、
拗
④
鳥
羽
讃
金
剛
院
供
養
表
白
－
康
和
三
年
（
二
〇
一
）
で
あ
り
、
最
も
新
し
い
作
は
、
年
紀
の

示
さ
れ
た
畑
②
中
宮
孔
雀
経
御
修
法
表
白
－
建
久
六
年
（
二
九
五
）
で
あ
っ
て
、
現
段
階
で
考
証
し
得
た
も
の
に
限
っ
て
も
、
こ
の
間
約
百

京
都
女
子
大
学
蔵
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白
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説
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年
も
の
ひ
ら
き
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
於
い
て
も
、
二
三
〇
年
－
二
四
七
年
頃
に
集
中
し
て
い
る
醍
醐
寺
本
や
高
山
寺
本
と
は
異
な
り
、
本
書
は
、
時
代
的
に
も

広
範
に
わ
た
っ
て
表
白
文
を
類
衆
・
集
成
し
よ
う
と
し
た
跡
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
所
収
表
白
の
作
者
に
つ
い
て

本
書
所
収
の
表
白
文
に
は
、
第
四
の
②
「
塔
供
養
表
白
　
施
主
井
作
者
可
尋
之
」
を
除
い
て
、
す
べ
て
作
者
の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

今
、
素
姓
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
明
宗
・
聖
顔
（
各
一
篇
）
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
人
達
を
僧
俗
の
別
に
分
け
て
、
収
録
篇
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る

と
次
の
如
く
な
る
。
（
括
弧
内
の
数
字
は
収
録
篇
数
）

Ⅲ
僧
侶

寛
信
法
務
（
1
0
）
故
御
室
（
7
）
御
室
（
7
）
賢
清
（
2
）
中
御
室
（
1
）
勝
賢
（
1
）

‥
∵
＝
上
．

敦
経
（
3
）
敦
周
（
3
）
敦
光
（
1
）
敦
綱
（
1
）
匡
房
（
1
）
匡
隆
（
1
）

こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
以
外
に
儒
者
の
名
が
多
く
見
出
せ
る
こ
と
も
本
書
の
重
要
な
特
色
の
一
つ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

用
で
は
、
故
御
室
・
御
室
・
賢
清
・
中
御
室
（
覚
行
法
親
王
）
と
い
っ
た
仁
和
寺
関
係
の
僧
の
名
が
多
く
見
え
る
。
本
書
第
四
③
「
故
御
室

八
万
四
千
基
泥
塔
供
養
表
白
　
瑚
鵬
朋
拒
作
」
は
、
「
御
室
相
承
記
五
紫
金
蔓
寺
御
室
」
の
、

○
於
紫
金
蔓
羨
被
供
養
八
万
四
千
基
泥
塔
事
、

「
四
月
八
日
改
元
嘉
「
」

仁
安
四
年
二
月
廿
二
日
己
酉
、
有
此
事
、
御
導
師
勝
憲
僧
都
、
請
僧
、
六
ロ

（20）

と
あ
る
記
事
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
の
「
故
御
室
」
な
る
人
物
は
、
第
五
代
の
仁
和
寺
門
跡
、
紫
金
憂
寺
御
室
・
覚
性
法
親

（21）王
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
「
御
室
」
は
、
本
書
第
六
の
②
「
中
宮
孔
雀
経
御
修
法
表
白
」
の
末
尾
に
、



○
建
久
六
年
中
宮
御
産
時
御
室
為
用
意
有
閻
擬
作
而
宮
令
修
御
仇
不
被
用
此
御
草

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
建
久
六
年
の
時
点
で
仁
和
寺
御
室
で
あ
っ
た
人
物
を
「
仁
和
寺
御
伝
」
に
も
と
め
る
と
、
第
六
代
の
喜
多
院

（22）

御
室
・
守
覚
法
親
王
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
（
従
っ
て
、
右
の
引
用
文
の
「
宮
」
な
る
人
物
は
、
同
じ
く
「
仁
和
寺
御
伝
」
の
記
事
よ
り
、
次
代

（23）

の
後
高
野
御
室
・
道
法
法
親
王
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
）

他
に
、
小
野
方
の
勧
修
寺
法
務
寛
信
や
醍
醐
寺
僧
勝
賢
の
名
も
見
え
る
が
、
寛
信
は
、
「
追
記
」
に
、

○
但
外
儀
法
則
之
事
者
。
醍
醐
流
ニ
ハ
。
用
二
覚
東
院
僧
正
記
一
。
勧
修
寺
用
二
寛
信
法
務
記
－
。
（
群
書
類
従
・
釈
家
部
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
守
覚
法
親
王
が
勧
修
寺
の
外
儀
法
則
を
知
る
上
で
、
彼
の
書
を
尊
重
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
又
、
勝
賢
も
、

醍
醐
寺
蔵
本
の
「
伝
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
」
に
、

8
オ
‥
三
宝
院
流

新
和
賢
人
－
一
一
議
・
鶉
賢
覧
室
　
（
醍
警
文
化
財
研
究
所
「
研
究
紀
要
」
第
毒
〈
昭
和
等
・
法
蔵
館
）
）

と
あ
り
、
守
覚
法
親
王
の
師
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
小
野
流
の
僧
と
は
言
え
、
二
人
共
守
覚
法
親
王
と
何
ら
か
の
交
渉
の

あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
右
の
記
事
か
ら
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
蘭
で
は
、
式
家
（
敦
経
・
敦
周
・
敦
光
・
敦
綱
）
と
大
江
家
（
匡
房
・
匡
隆
）
の
作
が
拾
わ
れ
る
。

守
覚
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
龍
門
文
庫
蔵
「
啓
白
諸
句
集
」
は
、
啓
白
文
を
作
る
参
考
書
と
し
て
多
く
の
作
文
例
を
類
衆
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
計
二
十
六
名
の
作
者
中
に
、
匡
隆
を
除
く
右
の
五
人
の
名
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
中
で
も
、
式
家
の
敦
経
・
敦
周
は
、

○
御
本
云
」
承
安
五
年
二
月
十
三
日
時
時
奉
授
」
禅
定
大
王
了
李
部
少
脚
謝
楓
同
談
義
理
又
」
賢
清
閤
梨
侍
座
時
也
雨
己
止
雲
未
晴
央
」

御
史
中
丞
兼
翰
林
学
士
到
矧
」
　
（
小
林
芳
規
「
研
僧
譜
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
（
昭
和
4
2
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
附
録
・
I
漢
籍

古
点
本
奥
書
識
語
集
、
性
霊
集
十
帖
醍
醐
寺
〔
巻
第
六
〕
、
傍
線
は
私
に
付
し
た
）

右
の
記
載
な
ど
か
ら
、
性
雲
集
の
加
点
を
通
し
て
、
守
覚
法
親
王
と
直
接
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
解
説
並
び
に
影
印
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二
二
〇

以
上
の
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
僧
以
外
の
、
儒
者
に
し
て
も
、
小
野
流
の
僧
侶
に
し
て
も
、
当
時
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
寛
信
・
敦
光
・

匡
房
も
含
め
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
守
覚
法
親
王
と
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
注
目
す
べ
き
事
実
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
こ
の
項
の
は
じ
め
に
、
筆
者
は
、
本
表
白
集
の
特
色
と
し
て
儒
者
の
作
が
僧
侶
の
作
に
混
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

（24）

し
て
お
い
た
が
、
本
書
の
如
き
文
献
の
成
立
に
は
、
山
崎
誠
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
守
覚
が
主
催
し
た
仁
和
寺
に
於
け
る
真
言
宗
の
宿
老

と
博
士
家
の
鴻
儒
達
と
の
学
術
の
交
換
、
即
ち
真
俗
の
交
流
と
い
う
文
化
史
的
な
背
景
が
存
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

（25）

従
来
説
か
れ
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
中
・
後
期
に
は
、
専
ら
儒
者
が
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い
た
表
白
文
の
作
成
を
、
院
政
期
に
入
る

と
一
般
の
僧
侶
も
自
ら
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
こ
と
自
体
、
真
俗
の
交
流
を
背
景
に
想
定
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
。
し

か
し
、
本
書
は
、
そ
の
実
情
を
よ
り
具
体
的
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

（26）

と
も
か
く
、
本
書
は
零
本
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
の
時
期
や
編
者
に
つ
い
て
も
、
今
迄
に
述
べ
て
き
た
こ
と
や
東
寺
旧
蔵
で
あ
る
ら
し
い
（27）

こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
、
建
久
六
年
（
年
紀
最
新
）
以
降
鎌
倉
中
期
（
書
写
時
期
）
以
前
に
、
真
言
宗
の
僧
侶
（
東
寺
・
仁
和
寺
関
係
か
）

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
以
外
は
、
今
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
繚
述
し
た
本
書
の
特
色

と
思
し
き
諸
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
表
白
集
編
纂
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
、
又
、
表
白
文
体
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
第
四
の
十
三
～
十
九
丁
裏
と
第
六
の
一
～
十
四
丁
裏
に
文
書
有
り
、
中
に
仁
和
寺
・
興
福
寺
関
係
の
も
の
を
含
む
か
（
橋
本
初
子
氏
の
御
教
示
に

よ
る
）
。

（
2
）
　
川
瀬
一
馬
『
阪
本
龍
門
文
庫
覆
製
草
刊
十
二
』
（
昭
和
4
9
年
・
便
利
堂
）
。
昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
四
・
二
十
五
日
筆
者
原
本
実
見
。

（
3
）
　
新
訂
増
補
国
史
大
系
。

（
4
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
六
冊
『
仁
和
寺
史
料
寺
誌
編
二
』
（
昭
和
4
2
年
・
吉
川
弘
文
館
）
。

（
5
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
第
三
冊
『
仁
和
寺
史
料
寺
誌
福
一
』
（
昭
和
3
9
年
・
吉
川
弘
文
館
）
。



（6）（7）（8）（9）（10）

M御内
（
1
2
）

（
1
3
）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（
1
9
）

注
（
5
）
文
献
。

高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
冒
同
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
　
（
昭
和
5
2
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
。

築
島
裕
注
（
7
）
文
献
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
。

醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
　
（
昭
和
5
9
年
・
法
蔵
館
）
。

『
国
書
逸
文
研
究
』
第
十
六
号
（
昭
和
6
0
年
1
2
月
）
。

山
崎
誠
注
　
（
1
1
）
文
献
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
、
「
奉
二
為
二
条
院
一
。
於
二
広
隆
寺
一
供
二
養
一
堂
㌦
」
（
仁
安
元
年
七
月
二
十
六
日
）
。

増
補
史
料
大
成
、
「
御
室
大
事
御
之
由
、
京
中
風
聞
、
自
女
院
有
御
使
、
申
刻
己
令
崩
逝
了
、
」
（
仁
平
三
年
十
二
月
六
日
）
。
本
書
の
本
文
に
、
「
今

相
当
先
師
二
品
法
親
王
（
高
野
御
室
）
一
周
之
御
忌
」
（
十
六
オ
）
と
あ
り
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
、
「
皇
大
后
宮
興
福
寺
内
御
塔
供
養
也
。
」
（
康
治
二
年
十
二
月
二
十
日
）
。
本
書
の
本
文
に
、
「
麦
国
王
皇
后
卜
書
土
於
興
福

寺
立
三
重
之
塔
婆
」
　
（
十
九
オ
）
　
と
あ
り
。

辻
善
之
助
編
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
四
巻
（
昭
和
3
9
年
・
角
川
書
店
）
、
「
美
福
門
女
院
之
姫
宮
八
条
女
院
相
次
命
恭
敬
供
養
給
而
大
皇
大
后
官

権
大
夫
俊
盛
・
師
家
奉
請
、
承
安
元
年
八
月
廿
五
日
奉
請
之
、
」
　
（
文
正
元
年
閏
二
月
四
日
）
。

築
島
裕
「
醍
醐
寺
蔵
本
表
白
集
に
つ
い
て
」
（
注
（
1
0
）
文
献
）
に
、
「
そ
の
書
写
年
代
は
鎌
倉
初
期
を
下
ら
ず
、
（
中
略
）
現
存
す
る
こ
の
種
の

書
の
内
で
、
黄
も
古
い
写
本
と
考
へ
ら
れ
る
。
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

注
（
7
）
文
献
。
書
写
は
、
醍
醐
寺
本
よ
り
も
若
干
下
る
と
説
か
れ
る
　
（
築
島
裕
注
（
1
7
こ
文
献
）
。

「
善
本
解
題
9
9
表
白
集
」
（
京
都
府
古
文
書
緊
急
調
査
報
告
「
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
の
概
要
」
昭
和
6
1
年
3
月
）
に
、
「
き
わ
め
て
多
数
の
表

白
集
を
収
集
・
部
類
し
た
も
の
で
、
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
と
十
二
帖
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
四
を
欠
い
て
い
る
。
所
収
表
白
は

全
て
で
二
一
八
篇
に
及
び
、
そ
れ
ら
を
、
第
一
（
結
線
濯
頂
三
昧
耶
戒
・
同
初
夜
・
伝
法
濯
頂
初
夜
）
…
（
中
略
）
第
六
（
修
法
・
護
摩
・
供
養
法
）

…
（
中
略
）
の
如
く
に
部
類
し
て
い
る
」
（
一
八
〇
頁
）
と
あ
り
、
第
一
・
第
六
の
部
類
が
本
書
と
全
く
一
致
し
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ
る
。
原
本

調
査
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
し
、
こ
の
東
寺
本
が
本
書
の
異
本
の
如
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
書
の
規
模
は
、
元
は
相
当
大
き
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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（
型
　
本
書
第
四
③
の
「
勝
賢
」
と
『
御
室
相
承
記
』
の
「
勝
憲
」
で
は
、
○
印
の
如
く
、
字
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
野
沢
血
脈
集
』
巻
第
二

こ

へ

　

　

フ

ノ

こ

（
真
言
宗
全
書
三
九
）
に
よ
れ
ば
、
「
本
名
二
勝
憲
一
。
配
流
故
替
二
用
賢
字
一
。
」
（
第
二
十
二
勝
賢
）
と
あ
っ
て
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（
型
　
鳥
羽
院
第
五
子
、
大
治
四
年
間
七
月
二
十
日
降
誕
、
久
安
三
年
四
月
十
日
第
四
代
高
野
御
室
覚
法
法
親
王
よ
り
濯
頂
を
受
け
、
仁
平
三
年
十
二
月

同
法
親
王
弄
去
の
後
を
承
け
て
仁
和
寺
の
寺
務
に
補
せ
ら
れ
、
嘉
応
元
年
十
二
月
十
一
日
、
四
十
一
歳
を
以
て
弄
去
（
『
仁
和
寺
御
伝
』
な
ど
）
。

（
望
　
後
白
河
院
第
二
子
、
久
安
六
年
三
月
四
日
降
誕
、
仁
安
三
年
四
月
十
二
日
第
五
代
紫
金
蔓
寺
御
室
覚
性
法
親
王
よ
り
濯
頂
を
受
け
、
翌
年
同
法
親

王
亮
去
の
後
を
承
け
て
仁
和
寺
の
寺
務
に
補
せ
ら
れ
、
建
仁
二
年
八
月
二
十
五
日
、
五
十
三
歳
を
以
て
売
去
（
『
仁
和
寺
御
伝
』
な
ど
）
。
「
親
王
は

多
能
な
御
方
で
あ
っ
て
御
著
作
も
少
く
な
い
。
仏
道
に
於
て
は
覚
性
法
親
王
や
覚
成
僧
正
、
勝
賢
僧
正
、
源
運
僧
正
等
に
つ
い
て
広
沢
小
野
両
流
の

奥
秘
を
究
め
、
沢
見
紗
、
沢
紗
、
野
月
砂
、
野
沢
紗
其
他
多
く
の
書
を
編
著
せ
ら
れ
た
が
、
声
明
や
管
絃
の
道
に
も
通
ぜ
ら
れ
之
に
関
す
る
御
著
述

も
あ
り
、
御
筆
跡
も
美
し
く
殊
に
梵
字
に
巧
で
あ
っ
た
。
和
歌
を
嗜
ま
れ
た
事
も
勿
論
で
あ
っ
て
、
毎
月
風
雅
の
士
を
召
し
て
歌
会
を
催
さ
れ
（
左

記
の
序
）
、
御
作
の
撰
集
に
入
っ
た
者
も
少
か
ら
ず
、
北
院
御
室
御
集
と
題
す
る
家
集
も
今
に
残
っ
て
居
る
。
」
（
橋
本
進
吉
「
法
橋
顕
昭
の
著
書
と

守
覚
法
親
王
」
・
『
史
学
雑
誌
』
第
三
十
一
編
第
三
号
、
大
正
9
年
3
月
）

（
鬱
　
後
白
河
院
第
八
子
、
仁
安
元
年
十
一
月
十
三
日
降
誕
、
元
暦
元
年
十
一
月
五
日
第
六
代
喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
よ
り
濯
頂
を
受
け
、
建
久
九
年

八
月
五
日
に
仁
和
寺
の
寺
務
に
補
せ
ら
れ
る
　
（
『
仁
和
寺
御
伝
』
な
ど
）
。

（
型
　
「
真
俗
交
談
記
考
－
仁
和
寺
文
苑
の
〓
考
察
－
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
十
八
巻
一
号
、
昭
和
5
6
年
1
月
）
。

（
空
　
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
－
作
文
集
を
中
心
と
し
て
－
」
（
山
岸
徳
平
著
作
集
I
『
日
本
漢
文
学
研
究
』
所
収
、
昭
和
4
6
年
・
有
精
堂
）
。
築
島

裕
注
（
7
）
　
文
献
。

（
竺
　
橋
本
初
子
氏
よ
り
、
私
信
に
て
「
本
書
を
含
む
京
都
女
子
大
学
の
聖
教
群
（
二
十
七
点
）
に
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
奥
書
等
に
東
寺
々
僧
に
よ
っ
て

書
写
伝
領
が
な
さ
れ
た
旨
記
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
東
寺
以
外
の
所
に
伝
来
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
」
と
の
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

（
2
7
）
　
こ
こ
で
述
べ
た
、
所
収
表
白
の
作
者
の
多
く
が
仁
和
寺
僧
で
あ
り
、
例
外
と
な
る
儒
者
や
小
野
方
の
僧
も
、
守
覚
法
親
王
と
何
ら
か
の
交
渉
を
持

っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
の
推
論
で
あ
る
。
当
時
の
、
菩
提
院
行
遍
の
活
躍
や
東
寺
供
僧
の
多
く
が
仁
和
寺
僧
で
あ
っ
た
こ
と
（
網
野
善

彦
『
中
世
東
寺
と
東
寺
領
荘
園
』
昭
和
5
3
年
・
東
京
大
学
出
版
会
）
な
ど
を
考
え
る
と
、
仁
和
寺
僧
の
偏
し
た
書
物
が
東
寺
に
伝
わ
っ
て
い
て
も
不

自
然
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。



〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
に
於
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
基
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
、
終
始
御
指
導
載
い
た
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
、
神
鳥
武
彦
先
生
、
山
崎
桂
子
・
原
卓
志
の
両
氏
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
又
、
書

誌
等
に
つ
い
て
は
、
橋
本
初
子
氏
よ
り
多
く
の
こ
と
を
お
教
え
載
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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